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ま ち のう ご き

マイバック持参推進のための署名運動（２月４日）

少年少女ロボットセミナー （２月16日）

市民水泳フェスティバル

児童館表現文化祭 （１月27日）

（２月17日） 交通安全バレンタイン作戦 （２月13日）

　言葉による表現を大切にしていこうと、児童館の「表現
文化祭」が地域交流センターふれあいホール（早月中学校
併設）で開かれ、児童らが歌や朗読などを披露しました。
　児童館の「こども表現活動教室」や「英会話教室」に参
加している小学生らが活動の成果を発表し、紙芝居や読み
聞かせ、祭囃子運営委員会による太鼓演奏が披露された後、
豆まき会も行われま
した。
　また、この日、表
現活動発表に先立っ
て、滑川署員による
防犯教室も開かれま
した。

「北風と太陽」を英語と日本語で披露する児童たち

　レジ袋を減らし、地球温暖化防止につなげようと、
マイバック持参推進のための署名運動実行委員会が
市役所を訪れ、市長に「マイバック持参推進のため
の署名」への全職員の参加を呼び掛けました。
　この日、市長は同実行委員からマイバック持参運
動の趣旨の説明を受け、一番目に署名を行いました。

市民バスケットボール大会 （２月17日）

　滑川署の「交通安全バレンタイン作戦『チョコ』っと忘
れていませんか！全席シートベルト」が、市民会館などで
行われ、中央保育園の園児 16 人が菓子職人の指導を受け
ながら、チョコレート菓子作りなどを楽しんだ後、市長を
訪ねて交通安全メッセージを読み上げ、交通安全の願いを
込めたバレンタインチョコレートとシートベルト着用を訴
えたチラシを手渡しました。
　また、園児たちは、市役所各課の
職員にも用意された 260 個を配り、
交通安全運転などを呼び掛けました。
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　各部の優勝チームは次のとおりです。
　一般男子の部　Ａブロック　中加積公民館
　一般男子の部　Ｂブロック　リヴとレオンちゃん
　一般女子の部　　　　　　　ミッキーズ
　小学男子の部　Ａブロック　ＮＡＮＢＵ
　小学男子の部　Ｂブロック　ドリブルブルドック
　小学女子の部　　　　　　　滑川ミニーズ

　「第 32 回市民バスケットボール大会」が、市総合体育センターとサン・
アビリティーズ滑川で行われました。
　小学生、一般の各男女の部に分かれて、市内外
から 28 チームが出場し、家族やチームメイトの
声援を受けながら熱戦を繰り広げました。

　滑川室内温水プールで「市民水泳フェスティバル」が行われました。
　市内外からの約 90 人の参加者は、自由形や平泳ぎなどの記録に挑戦した後、
水中玉入れや水中障害物および飴食い競争などのゲームを楽しみました。


